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<現　況>

　もともと観光と行政とは相容れないものがある。

　まず、縦割りの行政体制では、観光の全てをつかむことが困難だからである。これは、最近特に出てきている傾向であるが、観光客の多様さは目を見張るものがある。年齢、職業、地域は言うに及ばず、あらゆる人々が景色を求め、グルメを目指し、何か楽しいことをさせよと迫ってくる。これが、観光地の多様さに拍車をかけているし、その対応に戸惑いを持っているところが多いのである。

　昔は景勝地や温泉地などが観光地の主流で、そこで、一年に一度の心の洗濯が出来れば良いという考えであった。これは、かなり前から崩れてきているし、見るだけではなく体験をさせなければいけないと言って、宿泊施設で体験をさせたり、いろいろな体験施設が出来たりしている。

　ところが、その体験もその地に根づいたものではなかったり、全てを用意してうわべだけのちょっとだけ体験であったりしている。これではおざなりの体験になるし、本当のその地を知ることには繋がらない。そんなものだよというくらいで納得させられているわけである。

　これからの観光では、行政範囲で言えば生涯学習の範囲になってくるであろうし、観光客の移動範囲は、行政区域など関係なく動き回るということもあり、その対応はますます難しいものになってくるだろう。

　これと同時に観光行政というものは、費用対効果が出にくい分野である。新しい受け入れ態勢を整えて、その効果を見るにはかなり長い間の積み重ねが必要となる。その間に担当者が変わると継続が難しくなるというようでは、効果がなお出にくいということもある。

　もう一つの現況は、観光地ごとに暗黙の順位付けを行っているということである。これは世評によったり、歴史的な暗黙の了解などよる。例えば、スキー場なら志賀高原、白馬などを優先して紹介するという形がある。これは良いように思うが、それぞれの個性的な適地という感覚からは遠いものである。ブランド志向の観光客で無いかぎり、信州のあらゆる観光地の特徴を熟知していて、紹介斡旋をしていかなければならない。

<観光戦略>

　それでは、県の観光行政は何をしようとしているかであるが、資料を見ると、今までは県民の意見を聞いて決めた観光ビジョンに沿って、各市町村へ周知するという形を取ってきた。それを各市町村や観光地の目標を集約して、県の目標値にしたものを各地で展開するという形に変わっている。

　そして、全体的な目標を、いわゆる信州の魅力であるアウトドア資源を活かす形で「動の戦略」と、温泉、文化、芸術資源を活かす「静の戦略」と分けて、それぞれおおむね４０歳代以下の若い世代には「動の戦略」を、５０歳以上の世代には「静の戦略」を提唱している。もちろん世代別のみならず、趣味や志向別にこれを利用したらよいので、受け入れ地がどういった方々を呼ぶかを考えて観光地造りを行えばよいのである。

　この政策に関しては、各市町村に説明をしただけの段階のようだが、議論を重ねて各観光地が主体的に取り組む方向が出されれば、面白いものが出てくるような気がしている。

<提言>

役割分担を明確に

　県は主に広報宣伝（売り込み）と受け入れ対応（紹介）をきちんと行うこと。

　つまり信州に観光を求めてくる方へのポータルサイト（玄関）として、各地の情報を正確につかんで魅力的な紹介が出来るようにする。観光客の要望主体に対応することは言うまでも無いが、信州のらしさを味わうためにはどこを紹介したらよいのかを考えて紹介すべきなのである。

　実際に受け入れる観光地としては、本来的に観光とはその地を訪ねてきた方にはその地のものを見たり聞いたり味わったりしてもらうことが一番いいことであるし、これこそが観光体験なのだから、生活体験に近いことを提供することが特徴が出るものなのではないか。そんな考えの下に自分たちの観光とは何かを考えて欲しい。その中でもてなしの心を発揮できれば喜ばれるのではないか。

点観光と面観光

　各地域の観光は何を売り物にしたらよいかを考え、展開プログラムを作る。それは独自のものだけを考えるのではなく、信州らしさが込められているならば隣の村でやっているものでもよし、何時でもそこで出来るものならばよしとする。

　これに対して、県の考え方は、各地域のネタを基にして、これらを組み合わせてどういったプログラムが出来るのかを考えて提供すればよい。つまり観光客の年代や趣向や期間に応じて要求を聞き、それに当てはまるプランを構成してやることである。このコーデネイターとしての役割が県の仕事ではないだろうか。そして、この手法を各地観光地にも伝えていくことにより、我田引水だけではなく、幅広く信州を味わって楽しむ、信州フアンの観光客が育ってくるのではないだろうか。

住民の喜ぶ観光を

　上田市の塩田平に「お庭拝見」というオープンガーデンを開設した。６軒ほどのお宅に了解を取り、丹精込めた植え込みなどの年季の入った庭を公開してくれることになった。周辺の景色も見ながらゆっくりまわって１～２時間というコースである。

　このコースの特徴は、実施しているお宅の方々がとても協力的であるということである。確かに丹精込めた庭をめでる方が来るということは喜ばしいことかもしれないが、喜んで説明もしてくれるし、花や植木の栽培についても解説をしてくれるし、大変積極的なことである。

　もともと観光客というのは、日常生活の中に他人が入り込むという形になっているので、ややもすると住民は歓迎しないということになりがちなのだが、ここにはそんなことは無い。このように何かの形で住民に関わることが出てくるのが観光であるが、これが特別なものではなく、住民の生活そのものに少し触れることで成り立つ観光というものもありうるわけだから、そういう方向も考えていきたいと思う。そして、住民も観光客もともに喜べる観光というものが出来るならば、これに勝るものは無いだろう。

